（様式４）

事務局記入欄

令和７年度椎葉村間柏原発電所防護対策工事実施設計業務委託
提案書
（提 出 者）
住所（所在地）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（連絡担当者）
担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電　話：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Fax：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和７年度椎葉村間柏原発電所防護対策工事実施設計業務委託
提案書
（副本）
１　実施体制、類似事業等に関する業務実績

(1)-1　実施体制                                                 
	業務に関わる人員や命令系統を分かりやすく記載してください。（フロー図等で示しても可）

	


（注）再委託先がある場合は、業務分担も含めて記載してください。
(1)-2　配置予定技術者等                                                
	役割
	氏名
	所属
職名
	担当業務
	保有資格

	管理技術者
	
	
	
	

	照査技術者
	
	
	
	


・本提案書提出後、ここに記載した技術者等の変更は、原則、認めません。
(1)-3　業務分担（再委託がある場合に記載してください。）
	分担する業務
	業務分担者（再委託先）
	分担する理由

	
	
	


   （注）再委託先が複数ある場合は、適宜、区分してください。
(2)　類似業務の実績（再委託先は除く。） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1枚目）
	完了した類似業務（提案内容の類似工事）の元請けとしての実績（平成２７年４月１日以降に完成・引渡しが完了）を最大合計５件まで記載してください。

	業務名
	発注者
	契約金額
	履行期間
	業務内容

	１
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	


３　従事予定者の経験等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１枚目）
	上記２「(1)-2　配置予定技術者等」に記載した従事予定者のうち、管理技術者について、これまでに完了した類似業務（提案内容と類似業務）の実績（平成２７年４月１日以降に完成・引渡しが完了）をそれぞれ最大合計５件まで記載して下さい。

	従事予定者
	所属
役職
	経験した類似業務の
名称と業務の概要
	業務における役割や担当した作業内容
	保有資格等

	
	
	
	
	


２　実施計画
(1)　業務の実施方針                                                              

	業務の実施方針（着眼点や留意点などを含む）を記載してください。

	


(2)　作業計画                                                

	各業務の工程や作業内容などの作業計画について、図・表を用いるなど、分かりやすく記載してください。なお、具体的な月日（○月～○月に測量を実施、○○か月で対策工事の実施設計を行う等）については、記載不要とします。

	


３　提案内容
　　審査基準及び仕様書の設計条件の内容を踏まえた提案内容を任意の様式（A3）で提出してください。
　■審査基準
１．的確性
　　・地形、環境などの与条件との整合性
　　・着眼点、問題点、解決方法の整理
２．実現性
　　・提案内容を裏付ける類似実績等
　　・対策工事費費（概算工事費）の提示
■仕様書
１．対策工事の概算工事費は、110,000千円（税込）以内とする。ただし、前記は発電所周辺の防護対策工事費の上限とし、建屋背面の山腹上部において対策が必要であると認められる場合は、概算工事費を算出した上で、発注者と別途協議するものとする。
２．別紙に記載する崩壊面については、別途簡易法枠工を施工予定であることを考慮した上で構造物等の設計を行うこと。
３．間柏原発電所建屋の屋根を取り外す際の手段及びスペースについて、関係業者と十分協議を行うこと。
４．別紙に記載する間柏原発電所１号柱について、既設の場所から動かさないことを条件として設計すること。
５．発電所建屋前の車道について、幅員を４ｍ以上確保すること。
６．河川水位の上昇に対する対策について、過去の河川水位の最大が発電所GL+1.5mであったことを考慮し、最低でも発電所GL+2.5m以上で設計すること。また、防水対策内側の排水方法についても検討すること。
７．必要に応じて発電所横の谷部の流末処理についても検討を行うものとする。
８．背面に擁壁等を検討する場合においては、土砂等が堆積した場合に除去が可能な設計とすること。
※　注意事項
・　本提案書内には、参加者(提出者)名を記載しないでください（再委託先は除く。）。参加者(提出者)名が記載されている場合は、事務局で該当部分を抹消します。
・　提案書の各記載欄内において、フォントや文字間、行間の変更、枠の微調整は認めますが、読みやすい範囲内（説明文については文字の大きさは９ポイント以上。図表、注釈等を除く。）で行ってください。なお、必要に応じて各記入欄の枚数を追加していただいて構いませんが最小限にとどめ、提案書は可能な限り簡潔にわかりやすくまとめるよう努めてください。
・　図、写真等を使用しても構いません。
・　提出する提案書の構成は、次のとおりとしてください。
　　　　　　　　正本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副本
（１部提出）　　　　　　　　　　　　　　　（１２部提出）
　
　
　　　　　左２か所ホチキス留め　　　　　　　　　　　　　　左２か所ホチキス留め
副本
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